
( 1警

球
春
園
夏
・
秋
の
大
会
、
中
学
校

野
球
大
会
、
少
年
野
球
大
会
な
ど

た
く
さ
ん
な
試
合
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

照
尽
に
予
定
さ
れ
て
い
る
主
な

ぷ
台
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

平
塚
球
場
の
道
成
式
は
、
一
二
月
況
も
順
調
に
伸
び
、
昨
年
十
一
一
向
け
も
決
ま
り
ま
し
た
o
Eな
も
の
を
・

4
月
6
日
(
土
)

7
日
(
日
)

二
十
日
午
前
十
時
一
一
一
ト
分
か
ら
、
一
一
十
四
臼
ま
で
の
い
人
会
申
し
込
み
見
る
と
、
プ
ロ
野
山
ヰ
イ

i
ス
安
ン
首
都
大
学
リ
i
グ
開
会
式
と
試
合

球
場
氏
商
広
場
支
行
わ
れ
ま
す
。
は
四
十
一
一
切
伸
、
一
一
般
の
チ
ー
ム
リ
i
グ
公
式
戦
が
二
十
八
試
合
・

4
月
9
日
(
火
)
、
山
田
(
水
)

こ
け
ら
落
と
し
は
、
=
一
月
二
十
登
録
は
百
九
十
七
チ
ー
ム
が
、
す
(
ナ
イ
タ
ー
一
一
一
試
合
)
、
首
都
大
プ
ロ
野
球
イ
ー
ス
タ
ン
リ
ー
グ

一
臼
午
後
一
時
か
ら
プ
ロ
野
球
オ
で
に
登
録
を
す
ま
せ
て
い
ま
す
。
学
野
原
リ
ー
グ
戦
(
東
海
大
、
日
，

4
月
刊
凶
河
口
(
土
て
凶
日
(
臼
)

1
ブ
ン
戦
、
横
浜
大
洋
対
ヤ
ク
ル
ま
た
、
大
会
等
の
日
程
の
調
整
体
大
、
帝
京
大
、
東
京
経
済
大
、
神
奈
川
翠
高
校
野
球
春
季
大
会
試

ト
戦
を
招
待
し
て
、
み
な
さ
ん
に
も
終
わ
り
、
一
年
間
の
試
合
日
開
筑
波
大
、
明
治
学
腕
)
、
高
校
野
合

プ
ロ
野
球
を
自
開
戦
し
て
い
た
だ
き

E
4
月
初
百
(
土
)
、
幻
自
(
臼
)

ま

ド

大

学

野

球

主

て

も

ら

ブ

関

野

職

、

ォ

;

ブ

ン

戦

J
臼

円

引

ロ

ド

ヶ

お

う

と

、

一

二

月

一

一

ト

一

一

一

尽

に

は

首

希

望

者

は

往

復

は

が

き

で

!

ス

タ

ン

リ

ー

グ

都
大
学
対
東
京
六
大
学
野
球
対
抗

戦
、
三
月
二
十
六
日
に
は
、
震
一
一
一
月
二
十
一
日
に
行
わ
れ
る
プ
ネ
し
、
込
み
ま
す
。
た
だ
し
、
消
平
塚
球
場
の
制
約

野
球
草
地
認
さ
吾
妻
開
会
口
野
球
オ
ー
プ
ン
戦
の
警
希
望
印
の
な
い
も
の
や
外
の
は
が
き
等
湾
出
申
し
込
み
同
悼

式
と
試
合
、
三
月
三
十
日
に
は
、
蓄
に
入
場
券
を
記
布
し
ま
す
。
に
よ
る
申
し
込
み
は
無
効
と
な
り

友
好
都
南
出
向
山
市
と
花
巻
汚
代
表
配
布
枚
数
は
、
内
野
席
八
千
ま
す
。
一
人
一
枚
。
ま
た
、
五
歳
平
塚
球
場
は
、
こ
う
し
た
楽
し

校
を
招
き
、
綴
蓋
E
Z
開
校
野
球
大
会
枚
、
外
野
席
八
千
枚
で
す
。
未
満
の
宇
世
い
で
臨
時
席
を
必
要
と
す
み
な
が
ら
「
見
る
野
球
」
「
、
市

な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
な
翠
議
マ
応
募
資
格
市
内
夜
住
、
在
る
同
窓
口
は
入
場
券
が
必
要
で
す
。
民
の
み
な
さ
ん
に
蓬
接
利
用
し
て

合
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
(
入
場
動
、
在
学
者
。
マ
決
定
通
知
返
信
用
は
が
き
で
い
た
だ
く
叶
す
る
野
球
」
の
三
つ

無

料

在

表

参

照

)

マ

募

集

期

間

1
月
間
山
田
(
ホ
)
通
知
し
ま
す
。
申
し
込
み
般
に
内
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ

み
な
さ
j

伐
野
球
場
を
見
学
し
か
ら
2
月
お
円
(
木
J

ま
で
。
浅
野
席
か
ら
決
定
し
、
続
い
て
外
野
ん
、
空
い
て
い
る
臼
が
た
く
さ
ん

な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
野
球
を
紫
し

5
消
印
有
効
。
た
だ
し
、
定
員
に
席
を
決
め
ま
す
。
な
お
、
募
集
人
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
利
用
し
て

ん
で
く
だ
さ
い
。
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。
員
に
透
し
た
臼
の
分
は
、
他
せ
ん
く
だ
さ
い
。

マ
申
し
込
み
方
法
官
製
往
復
は
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
利
山
川
の
仕
万
は
、
使
用
川
ず
る
白

首
都
大
学
野
球
が
き
に
、
住
所
、
氏
名
(
市
外
の
マ
記
念
入
場
券
と
の
交
換
入
場
の
前
月
(
一
一
一
日
か
ら
十
日
)
ま
で

の

り

j
グ
戦
も
万
は
勤
務
先
、
学
校
名
義
人
君
、
試
合
当
日
球
場
に
設
け
る
に
平
塚
球
場
に
申
し
込
み
ま
す
。

の
う
え
、
郵
送
に
て
「
干
制
平
塚
切
符
売
場
で
、
返
信
用
は
が
き
と
・
問
い
合
わ
せ
平
球
球
場

平
塚
球
場
の
利
用
者
の
登
録
状
市
大
間
四
1
番
1
号

平

塚

球

場

」

交

換

し

ま

す

。

篭

諮

問

叫

一

一

六

六

き
場
故
が

で
返
事
場

場

は

、

車

入

合

は

駐

も

場

み

⑤

て

る

込

。

く
け
ち
い

な
か
持
さ

が
を
の
下

持
一
部
類
力

場

迷

缶

協

人
に
、
ご

、
人
ン
に
。

は

他

ピ

り

す

外

、

へ

坤

ま

以

り

内

ち

し

戦

た

場

持

い

ン

げ

球

の

願

ブ

投

③

み

お

一
を
。
ご
を

オ
物
す
③
山
川

球
て
ま

1

利

野

内

れ

す

の

口
場
さ
で
ス

フ
球
釘
止
ハ

①

②

処

禁

で

意

。

は

仁

の

注

す

た

止

い

ま
ま
妨
な

世

町

市

川

人

滋

日

5

m刊

1

ロ

f
一

人
控
印
一

一
待
ち
に
待
っ
た
昭
和
の
域
づ
く
り
「
平
塚
球
場
」
が

〉
¥
完
成
し
、
三
月
二
十
臼
落
成
式
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

¥
し
た
。
現
在
、
球
場
の
腐
り
の
整
織
と
務
成
記
念
事
業

¥
の
被
備
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ほ
ぼ
記
念
試
合
の
日

~
穏
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

うっすらと雪化粧した平塚線場の正蕊

3 Fl29l i (金)

3月30，](上)

13時開始|横浜六洋対ヤクルト

整備日

告書都大学対東京六大学

10時開始 j①沼本体育大学対法政大学

13時30分い~東海大学対慶応大学

9時30分!・ノ少年硬式野球リーグ戦

13時00分 1・リトルリーグ春季大会

|整備臼

9時30分;県高野連跨潮地区大会開会式およ

|び 11!翠戦

9時30分 j企年野球地区選抜大会

9時開会|中学野球大会

10時開始|①大イ主中学校対金問中学校

山手30分;②太洋中学校対神明中学校

14時30分 IC主神田中学校対中原中学校

|整備日

10時間会!友好都市親義務校野球大会

11時00分|①平塚筋工業高校対高山工業高校

14時00分 i②平理工業高校対花巻東高校
9時開会|軟式野球春季大会繍会式および

リ グ決勝 (A、日、 Cクラス)

3月22日(金)

3月23fJ (土)

3月24日(日)

3月25EJ (月)

3月26日(穴)

3 Fi27El (イく)

3丹28[1 (木〕

3月31E1 (臼)

刊間一戸 川f'!..!"::y麟ず

mi--i;ii;;型的塾璽jiilii
Hifiizi託??ii:龍謹製畿、そ ;Hii
22き223TE言222252明い戸新 -95一軒高

i持522287:33?FE2752252P2;6ザ守自民詩
55U持考委号星空A2221pl:22F525た詳242
害2E警号室長t三喜完空日 告民主患手品ヵ:空自主貢詮警察星雲害言受手妻
き吉賢主襲五室七三角ぺ芸翠 題£宅=主主5jE宣言さ言語票警てでき主語雪
マ合123号討自ぎをき号点目誌を275有持?民需号



歳出

事望室欝

事!品切 28，ヲヰア開

ら

台、

毎
遜
土
曜
日
午
後
五
時
吋
四

十
五
分
か
ら
十
五
分
筒
、
テ

レ
ピ
神
奈
川
で
放
校
し
て
い

る
「
こ
ん
に
ち
は
神
奈
川
」

の
番
組
に
、
平
塚
市
が
制
作

し
た
「
健
康
は
自
ら
の
手
で

グ
老
人
健
康
手
帳
に
を
放

マ
形
状

5
1
6日
ン
伎
、
形
、
消
一
主
催
者
に
閤
摘
す
る
。
@
応
募
作
品
一

紙
自
由
(
は
が
き
で
も
よ
い
)
一
裏
面
に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
一

マ

色

彩

黒

一

色

一

電

話

番

号

を

山

明

記

す

る

。

中

学

生

一

市

民

病

説

醤

気

室

マ
締
め
切
り

3
月
1
臼
(
金
)
一
以
下
は
保
護
者
名
も
記
入
す
る
。
一
の
改
修
工
事
費
目
専
を
補
正
し
た
o

v注
意
事
調
①
応
募
資
格
は
間
同
一
マ
応
募
先
守
山
川
平
塚
市
松
風
町
一

わ
な
い
。
②
応
募
は
1
人
3
点
ま
一

2

W

平
塚
商
工
会
議
所
内
ひ
一

で
。
③
作
品
は
返
却
し
な
い
。
④
一
ら
つ
か
名
産
品
選
定
委
員
会
(
電
一

入
選
、
準
入
選
作
品
の
版
権
は
、
一
諮
問

4
1一一五一
O)

一
方
、
特
別
会
計
で
は
、
競
輪

豊

老
人
健
康
手
帳
を
中
心
に

映
す
る
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
い
た

だ
き
た
い
。

こ
の
番
組
は
、
四
十
歳
以

上
を
対
象
に
配
布
し
て
い
る

老
人
健
康
手
帳
を
還
し
て
、

誕
生
日
月
に
健
康
診
断
を
受

け
て
、
自
ら
の
健
康
は
自
ら

の
乎
で
守
っ
て

い
こ
う
と
呼
び

か
け
て
い
る
も

の。マ
2
同
月

2

B

(
土
)
午
後
5

持
品
分
3
6時

東
放
校
し
た
テ

ー
プ
は
、
図
書

館
視
聴
覚
ラ
イ

ブ
ラ
リ
?
で
貸

し
出
す
の
で
ご

利
用
を
。

最
も
の

最

儀

費

金

額

改

定

さ

れ

る

産
業
振
興
と
市
民
意
識
の
高
揚
を
磁
る
た
め
、
市
内
の
生
産
品
の
中
か
ら
、
ひ
ら
つ
か
名
度
品
を

選
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
選
定
に
は
、
ひ
ら
つ
か
名
波
品
選
定
委
員
会
が
あ
た
り
、
名
度
品
の
指

導
育
成
、
発
掘
を
行
っ
て
い
く
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
、
ひ
ら
つ
か
名
産
品
者
明
示
す
る
名
産
シ
ー
ル

(
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
)
を
募
集
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
い
た
だ
き
た
い
。

主主 千羽

3311 
望ifg

三ziii1i!ぇj

轟iλ韮防長，2;3伺
{(!JI規ぢ司事

繊轟
公{事動
事 I~串長号 10，宮111耳

山広監
轟:取りiτ443偶

昭和的年度の::Eな事業
( 9月末日)

市民センター整備事業 8700万円

農村総合整備(モデル)事業 1惜 1710万円

団体宮土地改良総合整情事業 1惜 1421万円

転作理選特別対靖事業 1憶 2806万円

市道改良事業(金日神戸綿、災と 6憶 6058万円

岡崎時、豊田 33号棉外)

間路盤情事業(大旬h品綿、八幡 3憶 0681万円

神社 k居時)

平塚海岸猿野緯 "L体究産事業 1摺 1496ノjf'J

準用河川三七宝川改作事業 70407:;111 

都市下水路整備事業(警釜山、寵時 6900)j門

排水路改快事業 (1]11.;'"郡上横 1 {@:6320万円

内、真 l第 1、構内ノに間外)

野球場整備事業

総合公園!H地買収f炉支芝

公営性宅捜持事業

消防ポンフI'J動'ji浮杭備'1も業

海岸出張所格者」新品評業

大路小学校校合1Fr県安業

港小学校校合新唱l<業

村I!奨/J，'j':r安宇交;寺和門金 作業
松f点小学校校合及び附内運動地

各小学校フール食堂惜'1'業
金閣'1'学校柑合おrt!X説、お業
金 11寸"j全校!長内運動場新築引業

52.6% 

20憶 3897万円

14倍 7953ノjfJj

3憶 0181万円

1曜却87万円

1惜 5002ノjl'1

6 f;考922381'1 

4 fAf. 7614五円
3 (iiま6115万円
31.容 1680 }jl'j 

2{)守4241ノjjr]

3 (窓 4406ノj!Jj

2 f.を 0827ノ5f可

一殻会計

術

民

格

談

窓

お

i
二
一
一
内
線
二
九
一
一
一

O
人
措
法
骨
相
談
{
Z
月
四
日
(
水
)
、

2
月
5
日
(
火
)

。
行
政
苦
情
相
鎖
{
日
時
F
S
M
時

。
一
輯
靖
樺
相
続

2
月
7
日
(
木
)
、

2
月
羽
田
(
火
)

予
約
制
(
電
話
で
も
可
)
、
日
時
t
話
時

主
毒
物
樹
齢

1
R沼
田
(
冬
、
日
時
3
珂
時

予
約
制
(
電
話
で
も
可
)

。
愛
記
、
棋
託
、
潤
譲
相
談

2
月
8
日
(
金
)
、
日
時
5
日
時

。
倹
宅
噛
輯

1
月
訪
日
(
水
)
、
日
時
i
M
時

。
定
剖
単
金
相
談

2
月
日
日
(
木
)
、
叩
時
S
H時
る

〈

V

一
離
市
農
相
談
曜
日
(
た
だ
し
、
土
曜
日
は
四
時
ま
で
、
日

瞳
・
祝
日
は
睦
く
)

。
満
費
生
活
相
談

Z
R
四
日
(
金
)
、
回
目
{
金
)
、

2
月
Z
E

(
金
)
、
四
時
t
日
時

。
一
尭
明
曙
軍
特
許
相
談

2
月
4
日
(
月
)
却
時
3
臼
時

。
下
輯
取
引
椙
駿

2
月
日
日
{
木
)
、
日
時
四
分
S
M
時

お気軽にご利用な車
問
少
年
相
談
窓
(
市
民
セ
ン
タ
ー
一
一
階
)

お
!
七
一
一
一
一
一

月
，
、
金
曜
日
9
時
1
同
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

福

祉

会

館

お

l
一一一一一一一一一一一

令
指
恵
」
と
相
談
毎
週
再
曜
自
(
第
五
を
除
く
)
、
日
時
j13
日
時

。
母
手
相
談
毎
週
月
ち
金
曜
日
、

9
時
5
日
時
四
分

。
寧
鹿
児
盟
相
談
檀
週
月
、
金
瞳
目
、

9
時
5
叫即時

。
高
齢
者
童
相
談
室
月
主
義
目
、
兵
器
キ
時

七
曜
日
は
U
時
ま
で

。
老
人
相
談
悼
週
火
・
木
曜
日
(
た
だ
し
、
祝
日
の
場
合
は

休
み
て
午
前
日
時
3
日
時
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平
塚
市
の
財
政
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
を
主
体
に
、
国
や
県
の
支
出
金
、
競
輪
の
収
益

金
、
市
債
(
借
入
金
)
な
ど
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
お
金
が
市
民
の
た
め
に
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
て
い
る
の
か
、
市
財
政
課
(
内
線
一
一
一
五
一
ニ
)
が
昭
和
五
十
九
年
度
上
半
期
(
五
十
九
年
四
月

1
九
月
)
の
財
政
状
況

を
公
表
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
よ
う
。
ま
た
、
職
員
課
(
内
線
三
二
二
か
ら
職
員
の
給
与
状
況
に
つ
い
て
も
公
表
し

た
一
の
で
お
知
ら
せ
す
る
。
な
お
、
詳
し
い
数
字
に
つ
い
て
は
、
担
当
課
へ
お
た
ず
ね
を
。

1人当たり

110，575円

22，261円

3，199F守

23，907汚

16，765内

12，746円

189.453門

昭和59年度一般会計歳入予算額

区 分予算額

市 税 25口僚1914万円

諸 収 入 50億 368百万円

使用料及び手数料 7荘重2386万円

関・県支出金 541:意933万丹

市 債 37億9342万円

そ の 他 281:意8389万円

高量入会計 4281輩6653万円

し人件費の状況(詳油会計決算1

111傍4017万円

14億1473万円

T(iJ意8172:万円
24億 4616万円

25億0000万円

1億1154万円

428告書6653万円

昭和59年度一般会計歳出予算額

議会費 4 (意616万円土木費

総務費 4創意7541万円 農林水産業費

民生費 65億 4970万円教管費

衛生費 37億4780万円公演費

労働費 3億3596万円諸支出金

消紡費 17億6402万円予備費ほか

商工費 5億 9316万円歳出合計

臣 分 忠誠山

支給対象地主家 全地域

文給率 I9% 
同対象職員数 I2，240人
文相対象職 H1人当たり

平均文時年制 (58年度決

算 2国，400円

9.7%¥ 1.3% ¥36.3持¥100% 

一1.6ラと0%125.8% 110.8出 jl哨 136.4%1100部

出 55%113.8%125.7%!13.7%12.7%/37.5士竺
業平場f伝的特与条例{二幕づく給料費同等級区分による職異誼である。揮機的な

職務内容とは、それぞれ内等組に接当する代互交的な職名でuある。

7、特別昇轄の状況

[<' 

12，300Pl 

8，3001lj 

12，900ドj
謝料チ当

(59年 4

J] 1 8-':見

イ1:)

一般行政職|技労職a十h ク〉[メ

8，3001lj 

5，000111 

8，400fll 

ぎ 1月26沼 (二七)
午後 1~寺~4 時 30 分

ところ 中央公民銀大ホール
。欝骨友 一人からのまちづくり

務的安藤煩太郎(評論家)

0パネル討論
パネリスト 池間鳩菜、後藤次夫

滝口勝弘、福海正人

松井洋子

地域づくり課内線御担当

と

581人

日本武尊の伝説を訪ねて

12人

2，1ラ6

586人

8人

1.4% 

1，017人

10人

1.0% 

1，028人

20人

1.9% 

数 (A)! 1，598人

22人

1.4% 

期潤 1.Fl18臼{金)-20罰(自)
会場様車童デパート 6賠償事場

。内容・平塚周辺の百本武尊の伝説

をピデオで紹介・ハイキングコー

スの紹介・名菓の紹介とIlP売・郷
土誌の販売・時子「日本武尊の伝

説を訪ねてjの員長発等

事務怨当務ヱ繰綴光係

58J半度|将iJJi舛柏期間( 12-24月1
i 縮して外給した職員数

u 製設



農
業
所
得
に
つ
い
て
、
果

樹
、
官
官
出
血
は
昭
和
五
十
九
年

分
の
申
告
か
ら
、
収
玄
計
算

ま
た
は
収
入
金
課
税
方
式
と

は
、
収
入
と
経
費
の
明
細
を

把
握
し
て
お
い
て
い
た
だ
き

た
い
。ま
た
、
収
支
明
細
書
、
内
状

自

動

車

運

転

免

許

証

、

こ

と

が

あ

る

の

で

、

ζ
在
意
を
。

一

位

、

身

分

証

明

書

等

十

問

い

合

わ

せ

は

、

市

資

産

務

課

閤

こ

い

た

だ

き

た

い

。

ま

た

、

家

屋

係

(

内

線

一

一

八

沼

)

へ

o

川

引

へ

の

口

座

振

り

込

み

制

度

山

名

ロ

尽

ま

係

で

、

本

人

名

儀

の

預

金

入

札

参

加

の

れ

ん

記

山

間

持

参

し

て

い

た

だ

き

た

い

。

登

ま

予

売

き

…

藻

女

フ

5

ら

課

す

別

に

収

入

が

あ

争

万

一

主

申

請

一

募

ト

ィ

~

円

か

員

ー

一

の

ス

タ

臼

0
日
臨
判

所

得

が

あ

ま

り

多

く

な

く

、

昭

和

明

-
h
m
年
度
の
物
品
間
関
係
一
員
ピ
本

8

m
川
路
市

泉
徴
収
さ
れ
た
利
7

了

配

当

(

分

一

と

重

量

一

工

事

関

係

の

入

札

央

あ

登

一

職

ィ

日

月

4
月
を

一

:

;

一

一

寺

タ

2
額

1
書

離

課

税

を

除

く

て

原

稿

料

な

と

一

録

手

続

き

の

白

一

躍

が

決

ま

っ

た

。

一

概

文

種

臼

霊

U
4
E
rでも
受

一

日

付

針

転

し

た

方

一

h
m刊
誌
許
可
時
一
日
間

i
F

M
付

け

t

y

v

る

一

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

で

年

の

中

途

に

…

す

で

に

取

り

引

き

を

し

て

い

る

業

一

品

鞍

タ

護

費

申

仰

向

毛

主

主

義

市

議

町

一

退

職

し

、

そ

の

後

再

就

職

し

な

か

一

者

も

豪

の

手

続

き

が

必

要

。

一

…

二

・

・

@

一

2
m
平
塚
税
務
箸
一
っ
た
た
め
、
年
末
調
整
妻
け
な
一

20浴
室

ま

た

は

密

室

…

所

得

税

の

叩

窓

口

哲

義

一

習

関

係

〕

一

F
i
i
i
i
i
i
L

一

士

一

発

行

の

証

明

書

を

添

え

て

申

告

す

一

一

マ

対

象

市

と

物

品

、

印

刷

ピ

一

9
時
1
口
一
時
)

還

付

を

受

け

一

マ

多

額

皇

室

を

支

払

っ

た

方

一

る

)

…

け

る

霊

議

談

開

聞

く

一

ル

譲

な

ど

の

人

札

震

を

希

望

一

マ

需

金

額

1
話

再

ら
れ
る
ト
刀
法
一
あ
な
た
や
、
あ
な
た
の
窪
肢
が
一
マ
マ
イ
ホ
ー
ム
を
持
っ
た
方
一
税
理
土
会
平
塚
十
誌
で
は
、
所
一
す
る
業
者
(
市
民
病
院
も
含
む
ニ
マ
場
所
鐙
謀
総
務
課
(
受
け
付

i

;

(

一
病
気
や
出
患
な
ど
で
多
額
の
医
療
…
自
分
で
住
む
た
め
に
、
一
定
の
一
得
税
の
還
付
ゑ
又
け
る
た
め
の
寝
一
マ
用
紙
の
頒
布

1
月
お
け
か
ら
一
け
れ
山
は
、
別
に
指
定
す
る
)

サ
一
フ
ソ
i
マ
ン
な
ど
で
次
の
よ
一
費
を
文
払
っ
た
方
。
へ
医
療
脅
排
出
…
霊
ハ
に
該
百
ー
す
る
住
宅
を
新
築
し
一
料
還
付
申
告
一
初
景
品
開
く
o

一
2
月

百

ま

で

一

主
方
は
、
確
定
申
告
を
す
る
と
一
除
の
内
訳
欝
と
、
医
師
な
ど
の
領
一
た
り
、
買
っ
た
り
し
た
い
H
o

京
期
日

2
バ
ロ
日
(
火
)
か
ら
了
時
間
午
前
9
時

日

日

時

史

学

校

給

食

物

資

統
に
源
泉
徴
収
さ
れ
高
得
税
が
一
蓄
を
添
え
て
申
告
す
る
〉
一
な
お
、
還
付
巾
合
の
子
続
き
ゃ
一
員
百
(
本
)
ま
で
一
分
、
午
後
1
時
1
4時
(

土

曜

日

一

納

入

業

者

は

一
民
る
こ
と
が
あ
る
。
一
マ
災
事
で
損
害
を
受
け
た
方
一
添
付
霊
の
こ
と
な
ど
、
詳
し
く
京
高
話
詩
か
ら
今
後
4
一
午
前
9
時

九

時

ぬ

分

)

一

-

語

、

申

告

の

握

、

還

付

事

一

火

災

意

辛

口

、

盗

難

等

に

よ

一

は

平

塚

税

務

署

(

裏

口

伊

豆

時

ま

で

一

マ

意

義

1
部
一
一
一
員
一
早
塚
市
学
校
給
食
会
で
は
、
昭

務
を
百
十
く
正
篠
に
処
理
す
る
た
め
一
り
、
件
一
宅
や
家
財
に
損
害
+
豆
空
け
一

0
0
)
へ
。
一
マ
会
場
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
一
一
〉
場
所
用
度
認
(
受
け
付
け
日
一
和

ω
・
山
山
年
度
の
学
校
給
食
に
部
一

・
平
様
税
務
署
(
幻
|
一
向
(
)
一
大
会
議
官
主
マ
叩
何
年
中
の
給
予
の
収
入
余
終
い
か
一
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ

i
sミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
奇
心
ミ
ミ
ミ
、
ミ
ミ
ミ
ミ
¥
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
一
は
、
別
に
指
定
す
る
)
一
用
す
る
食
材
料
の
納
入
業
者
童
文

ず

言

語

十

時

抗

日

山

一

九

日

一

一

日

正

住

宅

窮

地

約

撃

程

一

H
U
I一
日

日

一

一

出

場

一

一

一

摘

が

1
月
日
日
か
ら
一
一
町
一
作
品
百
か
ら
一

申
告
の
瓦
丹
会
一
次
の
よ
う
完
は
、
丘
れ
ず
に
一
得
の
九
日
誌
が

f
Aを
む
え
一

i
地
返
る
間
r

止

重

き

っ

一

マ

巾

言

必

斐

と

す

る

点

三

塁

む

の

認

定

は

…

マ

問

い

合

わ

せ

先

事

謀

議

一

ゐ

賂

午

前

9
持
主
将
、
午
一
マ
場
所
平
1

塚
市
学
校
給
食
会
一

u

j

J

一

軍

申

告

を

。

一

る

万

。

三

f
N
Z満
2
一
ち
、
住
志
望
し
て
使
用
さ
れ
一
明

2
7
5
Hか
ら
制
作
1
…

F
j

一
土
地
係
(
内
線
一
八
八
)
一
後
1
時
1
4時
(
上
曜
日
午
前
一
(
山
子
襲
。
内
線
冗
)

所
得
税
、
事
業
税
、
子
喜
一
言
葉
喜
ん
で
い
る
h
、
不
動
一
立
、
中
長
宮
中
山
け
が
必
堅
一
て
い
る
も
の
は
、
室
長
警
一
月
1
日
ま
で
に
、

2
E以
外
一
記
長
域
農
地
の
う
ち
、
長
一

¥
j
I
M
-
-
一

一

↑

椀
の
申
告

2
5どの
主

義

人

の

あ

る

一

:

動

産

主

一

と

な

る

」

一

言

。

一

空

地

か

ら

九

ELなっ
た

吾

妻

由

民

地

と

し

て

の

亘

弘

衆

H
片

道

路

詩

人

一

Jψ

縁

7
1議

if--おり
、
一
一

室

高

か

れ

る

。

一

っ

た

さ

喜

一

年

中

の

所

得

一

マ

給

与

を

一

Z
fから
受
け
一

2
2
6
2一も
の

0
5
8
f、一
事
壊
さ
れ
る
号
、

J
4
4ま
と
い
a

果

廷

で

土

予

選

御

前

崎

な

ど

駿

可

宮

西

側

j

A
2
7
2
3午
後
一
事
が
所
得
符
徐
(
配
偶
喜
一
て
い
る
さ
、
主
整
が
さ
れ
一
は
一
月
一
十
れ
ま
で
に
、
そ
一
宅
用
地
か
ら

2地
以
外
の
一
口
ま
で
に

E
I
…

t
i
l
-…
f
』

〈

時

巳

海

岸

は

次

第

に

壊

し

、

駿

一

か

ら

み

ま

で

一

除

、

扶

重

警

の

ふ

け

詰

よ

…

な

か

っ

た

給

与

詩

人

金

額

と

竺

の

富

市

円

を

。

一

土

地

に

な

っ

た

も

の

。

一

7
対

象

豊

富

和

望

小

に

一

公

衆

用

露

と

し

て

、

品

の

一

一

に

ど

グ

》

廿

J
…
河
湾
を
望
ん
だ
御
前
崎
と
ハ

!
;
(
!
;
;
!
;
;
!
;
;
!
j
;
一
む
問
い
合
わ
せ
免
長
官
一
号
室
等
に
よ

1
1一一
部
が
使
用
さ
れ
て
い
る
所
有
者

r
d
一p
z
iの距
離

主

主

…

こ
の
ほ
ど
、
横
内
地
区
の
明
開
設
一
L
L
地
係
(
内
線
一
一
八
八
)
一
農
地
と
な
っ
た
も
の
。
③
認
定
農
一
は
、
そ
の
週
路
部
分
を
分
筆
し
、
一
説
M

額

二
Y

下
轟
心
っ
て
少
し
す
っ
縮
ん
で
い
る

神
社
で
、
ふ
る
さ
と
の
毒
殺
事
一
室
却
資
産
の
宇
一
地
の
所
有
者
が
死
亡
し
、
そ
の
初
一
後
記
が
完
了
し
た
と
き
に
市
へ
届
一
一
「
く
人
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

2
2

一

1

1

i

一
絞
人
が
引
き
続
き
認
{
止
を
持
喜
一
け
皇
室
町

Tι
る

道

一

…

奪

還

漢

と

ま

こ

の

よ

う

な

現

象

は

、

?

都

議

神

社

語

、

以

前

警

の

一

告

は

紅

白

ま

で

一

る

も

の

。

五

と

し

て

の

事

件

カ

あ

る

オ

地

に

一

i

Z
霊
に
大
地
震
を
起
こ
い

森
と
し
て
、
サ
ク
ラ
、
ス
ギ
、
マ
一
一
日
〉
問
い
伶
わ
せ
先
市
資
産
税
課
一
般
り
、
届
け
出
の
翌
年
か
ら
非
課
一
一
験
河
湾
を
中
心
に
東
海
地
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
ひ
ず

ツ
等
が
林
ム
は
し
て
い
た
が
、
附
利
一
府
内
に
事
業
所
を
江
川
つ
焼
却
資
一
土
地
係
(
内
線
一
八
八
)
一
一
抗
と
な
る
。
一
ι

域
は
、
大
地
震
が
起
き
る
可
み
が
た
ま
っ
て
い
る
証
拠

五
十
江
年
か
ら
百
十
七
年
の
問
に
一
躍
の
所
有
者
は
、
毎
作
一
月
日
一
一
時
同
づ
い
合
わ
せ
は
、
市
資
産
税
謙
一
能
性
が
大
き
い
地
域
と
し
て
で
、
大
地
震
が
起
き
る
長
期
ハ

ム

忌

の

被

害

に

あ

っ

た

。

一

器

の

償

却

資

産

需

主

主

一

ミ

ニ

保

夜

税

の

一

土

器

(

内

線

一

一

八

八

)

へ

。

一
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言
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れ

て

い

る
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的

な

揺

れ

現

象

と

み

ら

れ

い

よ

口

戸

詐

以

内

M
U一
れ
れ
申
告
期
限
は
、

2
一

お

知

ら

せ

で

す

一

取

り

壊

し

家

屋

一

一

L日
間

以

十

七
J
U
V

て
れ
十
で
は
、
防
災
対
策
一

議
会
(
会
長
井
i
守
誠
氏
)
の
一
と
な
っ
て
い
る
が
、
で
き
る
だ
け
一
軍
六
十
年
度
か
ら
、
向
こ
う
一
は
必
ず
日
続
出
を
一
一
回
一
一
十
年
近
く
の
一
問
、
高
を
実
婚
し
、
さ
ら
に
、
安
一

皆
さ
ん
の
子
で
、
ク
ス
ノ
キ
、
ヒ
一
一
月
一
一
十
一
日
ま
で
に
、
お
手
一
応
一
f
r
p
A

湖
、
特

m
l地
保

宵

税

が

諜

一

一

い

震

が

な

く

、

池

波

発

生

の

ヱ

の

自

主

防

災

組

織

が

行

う

紡

ノ
キ
、
ス
ギ
、
キ
ン
モ
ク
セ
イ
な
一
に
届
い
て
い
る
申
告
書
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提
出
し
一
税
さ
れ
る
。
一
司
定
資
品
脱
税
の
賦
澗
時
期
日
は
、
一
一
ネ
ル
ギ
i
が
蓄
積
さ
れ
た
ま
災
教
室
、
防
災
訓
練
に
後
悔
れ

ど
こ
宮
よ
道
一
え
ら
れ
た
。
一
て
い
た
だ
き
た
い

0
2
2竺
マ
対
象
と
な
る
土
地
①
昭
和
三
一
月
一
げ
で
あ
る
。
で
ま
放
出
の
機
会
そ
う
か
が
っ
告
書
し
て
、
防
災
知
識

ー
年
後
に
は
、
昨
日
の
姿
に
反
る
の
一
と
な
る
償
却
資
産
が
な
い
と
き
も
一
年
4
月
1
日
か
ら
時
年
1
月
1
H
一

家

を

取

り

壊

し

て

も

、

滅

失

登

で

て

い

る

。

や

技

術

を

習

得

し

て

お

く

こ

で
は
な
い
か
と
、
地
広
の
皆
さ
ん
一
そ
の
旨
申
告
を
。
一
ま
で
の
期
間
に
取
得
し
た
市
街
化
一
記
や
市
役
所
に
届
け
出
て
い
な
い

γ

現
宍
寝
間
予
知
の
た
め
と
が
必
要
で
あ
る
。

に
期
待
さ
れ
て
い
る
。
一
問
い
合
わ
せ
は
市
青
丹
波
闘
い
課
憤
一
広
域
内
の
上
地
。
③
閥
横
が
五
百
一
と
、
毘
定
資
法
税
が
課
税
さ
れ
る

な
っ
た
。
た
だ
し
、
畜
産
で

収
入
金
課
税
方
式
を
選
択
で

き
る
の
は
、
副
業
で
行
っ
て

い
る
方
だ
け
で
あ
る
。

な
お
、
申
告
に
あ
た
っ
て

入
金
内
訳
書
等
の
書
き
方
の

相
談
は
、
最
寄
り
の
農
協
支

所
a

出
張
所
、
税
務
警
、
市

役
所
市
民
税
謀
、

事車工務欝丁重主主草場・…υ 日12む枚

・午前8持から午後10碍まで入社j場できる
争錦昭憲主主著者襲日......・90枚

・呂、祝日を徐き248寺間利用できる

く〉主主織料金 1か月10，000Pヨ
。利用務関 4月 1臼から61年 3月31日ま

で

0申込書聾配布 1月21日(丹) ~31 臼(木)

顕詳しいことは、市開発公社(内線拓5) へ。

。受

き 2}寺23悶 (ニ仁)

午後2時30分

ところ市銀センターホール

場指擦三石精一

・ピアノ独奏小山美稚葱

⑨詰告罰 歌劇f売られた花嫁」序曲外

。入場希望の方は、往復はがきに住

所、氏名年齢、電話番号を記入し

て「干加平塚市党fifjl!i丁15番 1号

市民せンタ-Jあて、 1月31臼ま

でに申し込みを。 1人 1枚 14臼O人

招待。多いときは拍せん。市民セ

ンター電話32--2235

と



昭
和
六
十
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迎
え
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初
め
て
の
カ
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ラ
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ポ
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も
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。
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行
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友
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。
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検
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。
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近
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受
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を
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っ
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(
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l
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一

〈
〉
〈
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八
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A

一(〉)へ。

初日に照らされた軍富士山

市

内

一

周

駅

伝

競

走

大

会

威勢のいい掛け声はお正月の雰慰気

くる障害児の生活指導お

く〉勤務時掲選5臼(月~主)午前 9時~今後4時30分

o受験資格 2月 1己現在構40歳未満の女子で、保母資格
を有し、障害況に理解のある方。給与11万円。

。申し込み 1月17日から24Elまでに、市販の履震害者職

員課へ。採用期間は 4月-61年 3月(以後 1年更新)

し1

宇田原マサ子さん(富士見生活学校)

芦111一枝さん(八幡婦人会)

石 111美棒y工さん(金寝中学校PTA)

村田直子さん(道和幼稚顕父母の会)

古谷美代子さん(立野町母親クラブ)

吉沼いつ子さん(一般公募根坂間)

市民センターホール

-のびゆく街、平塚の環境を

'明るい地域づくりを求めて

.母親の主主きざま

圏全士会とふれあう中での子育て

'発想の転換を大切に

-ふと、ふれあう母と子

1i寺1713 (木)
9 持30分~12時30分

とき

ところ

重警7一一 -2月は第1、 3月
~E告に利朗できます。(書華料務放)
開放種自 卓球、パドミントン、バスケット、

軟式庭球{13---16日前、バレー(16--20時)
※各鵠沼とも、ラケット、シャトjレ、ポーjレは

肺必ず各自持事を。(体育轄には用意してありませ

んノ)

fl2813 (汚)午後 1 袴~8 草寺
2月ヰ蕊(発) I! 

2寺臼(湾) 11 
運動のできる服装で参加し、とはき用の運動

ぐつを用意してください。(館内は ζ足蹴禁で

撞単 体胃輝 君寵輯31-3060 す。)髄技場内での献食は禁立です。

百
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※この外にもれろいろ新しい本が削

1I1あります。

• 2月羽田 金田公民輯
・2月23日旭北公民館
「野鳥写真麗J
• 2 月 22日~2 月 24日 坦北公民賠

合体描閏 揮週月曜日、 1月四日、月末
合博鞠鍵宇掛浅間町12-41電話33-5111

世穏と子の映画大会

名作輯覇の鑑賞とクイズやゲームを行う 0

・日時 1月15日(火) 10時---15時

ー上映映画 「主っちゃんの四角い空Jrマ
ずーテレサとその世界J
・対車 輯と子100人(当日先着踊)

官陶芸教室藍

花器を中心に作る 0

・日程 2月 8目、 2 !l22田、 3月 8日(全
3田}

・時間

・対車

.教材費

・指導

合件費曹臼

う。事加自由。当日科学教室にお集まりを0

・日時 2月四日(金) 18時-2師寺

毎場所博物館科学教室、麗土

世プラネタリウムの重量鐙

長いだ丹由軌道を、 76年で 1潤するハレ

聾屋(すいせい〉。次の冬位は、明治43年以

来、久し振りに地球に接近するので、その様

子をお話ししている。

・プラネタリウム投軒目 毎週二と・日

官寄贈品コーナー

金額各地181点のダルマ(故・町田久爾・

照雄氏のコレクション〉と、市内四之宮等で

作られている帽州ダJレマを腫示している。

・期間 1月30日(本)まで

肯移動i博物量曹の思穏
「震を見る会j

• 2月 2日、 3月 2日花水公民舘

合体輯自 毎週月曜日、 1月15日、月末

食器耳輯鱒 守154謹閤町12-41笥聖書量31-0415

官体験学習 ru覇議を作ろう」
雑誌、カレンダーなどから、美楠情報を整

理して、自分の画築を作る。

・期日 2月20日〈水〉、 2 fiJ21日(土)

・時間 10--16時

・対象 一般成人

ー教材費 2.000円

'申し込み 1月20日までに往撞はがきで。

官還を見る会「冬の幾度j

望遠輯で冬の星珪や星醤、星回をおほえよ

官時央 喜菌 会

Ol月20E!(臼) 10時、 14時・ 3階ホール
「寅次郎・ 4存の夢J J時間44升出横は、
理業清、合"1京久ハーブエデルマン培か。
白 2月間臼(日) 10時、 14時 ・3階ホール

「典子は今J 1時間57分サリドマイド児
辻典子さんの出生から青春までを描く。

官こども映頭会

102丹口調(箆) 10時、 14時・ 3時ホール
「みにくいあひるの FJ 20分

「月の時の損J15分
「交通安全でござるハ yトリおj日分

合 16ミリ映写機織聖書会

16之A失V蝿の揖作技術rを搾揮していただこ

うと、講習会を開く。惇了者には、認定蓄が

宜付される。

・期日 2月22日〈金) -2月23日{上)

・時間 9時15分-16時

・場所同書館3階会議室
褐費用 500円〈テキスト代)

・対車 市内在住、夜勤、在学醤 30人

持害するもの 桂貴、ハサミ、筆記用具

・申し込み 2月13[1 (火)から、図書館調}

聴覚ライブラリーで受け付ける。

546 



醐母子構成 F帳本開・別冊と筆記用

Hを持参(:3かけり」は本間のみ〉

[3か丹児]
2月 6日 59年 10月 2 日 ~10日生
2月20日 59年 10月日日 ~20日生
2月27日 .59年同月 21 日 ~31日生

[1識 6か月完]

2丹 5臼 58年 8n 1 日 ~10日生
2月四日 58年 8 月日日 ~20日生

2月268 58年 8 月 21 臼 ~31日生

口説先]

2月 7日 56年12月 1 日~1O日生

2月21日 56年12月 11 日 ~20日生

2月四日 56年12月21日-...31日生

輯桂期(妊賑8か月以との;方)

2月18日、 25日

朝会場保障センター

臨時間午後 Z 時30汁~4 時

醜申し込み電話で保障センター

(34-0311)へ。
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検
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2月中に 8カ、!1から満 1歳になる

お子さんを対象に開く。

盟会品 、I'f.今!保世i'}r，バド"

朝日程 2月15日午撞 1時30分から

覇付F健出 f艇と下，leIIjQ-を持参

定

期

外

の

結

核

健

康

診

断

輔輔 1期 3間受ける
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A理見廻。
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心、。

[2月]
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一
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M
l
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)

健
康
診
査
を
実
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い
る
。

か
か
り
つ
け
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病
院
、
医
日

ご
相
読
の
う
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、
毎
年
自
分
市

生
丹
に
、
必
9
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よ
一
つ
。

な
お
、
十
一
月
は
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八
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十
一

人
の
方
が
受
診
し
て
、
自
分
の
時

康
状
態
を
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か
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い
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。

問
い
合
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は
健
康
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へ
。

小
阻
ん
入
院
医
療

費
を
負
担
す
る

中
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
が
、

続
け
て
ぬ
日
以
上
入
院
し
、

健
康
食
品
・
自
然
食
品
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マ
に
、
つ
ど
い
が
開
か
れ
る
。

マ
門
口
時

2
月
日
臼
(
金
)

ー
時
1
3待
泊
分

消費生活モニター30人による12月の平均価格

マ
会
場
平
塚
市
勤
労
会
館

マ
講
師
主
婦
連
合
和
田
正
江

さ
ん
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
大

柿
好
春
氏

マ
申
し
込
み
先
平
塚
保
健
所

(
電
話
沼

1
0
一一一一

O)

253門

205円

176円

204円

l89F! 
209fI! 

316円

152円

259P'J 

200F勺

175fLJ 

210P~ 

170円

188PJ 

308円

154戸j

しよう油11 ハック

ミ工勺土 160m4i隣人
豚肉|騎10Qg

鶏 卵 MI0間入

まあじ!丸lOUg

じゃがいも 1kg

みそ 1kg

食パン 1斤

会血珂混在炉

政治結済の読み方
中国写真展と物産等の展示と郎売

とき 1月17日(木) ~22 日(火)
ところ ひらつか市民プラザ ωま手1月188(金〉

午後 6S寺から

ところ平塚市勤労会館

言欝富謂 朝日ジャーナル編集長

筑紫哲也氏

事務鐙当勤労会館(電話32-3355)

とき

I写真獲3
中国各地の名所、!日跡、風景の紹介

{物産等の緩示む即売]

中国雑貨、食穣品、中国古硯の分類展示

と書道府異(葉、議、石見等)

現当市民センター電話32-223.5
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械
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品
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河

マ
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い
A
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わ
せ
光
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町
l
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秦
野
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業
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練
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(
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1
0八
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市
で
は
、
山
川
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塚

市
公
共
下
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排
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設
備
技
術
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試
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す
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設
組
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五
十
円
、
平
塚

市
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制
人
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万
円
、
件
ノ

ブ
一
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五
百
八
十
円
、
撫
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沢
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円
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出
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院
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一
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?
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円
、
ト
ヨ
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オ
ト
神
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(
株
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1
ん
九
下
五
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f
i
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円
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丘
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三
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七
百
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十
円
、
中
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千
円
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味
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八
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紺
介
一
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ι
f

場
イ
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一
一
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円
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平
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市
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閣
理
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会
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、
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ケ
台
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学
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四
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ヘ
ラ
む
十
円
、
日
j
、
市
崎
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一
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l
i
f
t
f
i

五
百
円
、
加
ふ
れ
あ
い
摂
完
行
委
員

会
十
一
五
八
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八
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島
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ザ
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h
v
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、
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齢
化
さ
部
会
四
万
四
千
六

白
九
十
円
、
観
栄
会
福
祉
神
輿
保
存

会
六
万
九
f
t
ハ
i
i
一
円
、
前
。
打

九
目
4
1
↑
ハ
円
、
(
株
)
長
崎
原
平
塚

泊
七
万
…
一
下
一
ハ
ト
六
円
、
反
壕
た

ば
こ
商
業
協
同
組
合
i
万
円
、
相

↑
出
会
一
同

hη
円
、
あ
じ
さ
い
会

干

r
H
F
れ
行
円
、
r
H
塚
永
一

j
1
3
、ヒ

f
i
;
1

1
j
7
2
1
 

l

Z

1

Z

?

3

1

し
1、

ド
“
n
w均
ど
だ
間
一
J
r
ノ
ド

(
有
)
階
4wy
間

四

万

三

千

刊

行
十
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何
回
才
一
万
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、
湘
央
控

JIIと南
ここでいう ~illl は、宇保 7 ，ド 【 南原村は、この白1ftを軽減すベ

(1727) 期間自部に開削された E く、損失田畑については幕府買い

!Ii (現世間111)のことである 土げ、水防については近付との組

この川の開削について新幅十日棋 : 合によることにすると同時に、世

風己稿は、南原村・ UI!の条に i 例とする現防火般の際の築費負担
おいて「もとは玉}II-鈴}II北境に ! を確保するため、〈色村域そ幕府直
て合し、ただちに金目川に器台し ; 轄地にしてもらうことにした。

ゆえ、逆流して、しばしば水あふ ( 用水の取り場を失ったのは、従

れありしかば」としている。 来、鈴・_li.念日の，;/11けから堀ι
金日川は、 定永 3与(1706) に J よって自由に得られたのが、新川

肱品、南出土子問を北持している i によって全く隔絶されてしまった
ので、この「もと lはその挫のこ [ からである。よって、金目川の水

とである。 f逆流して水あふれ， を新川上に架した掛樋(かけひ}

したE見象は、この記述をそのまま J によって引くことにした。

受けると、合慌の仕}jの悪さから ; また、安永 7年(1778) には、

となるが、それに拍事イをかけたの : 同じ立場の平塚宿と共に、金目J.II

が、その翌年(1707)の富 i二時 ! の水戸げについてi流諸村ぞ訴え

砂・その挫の流砂の堆慣による金 j 必要時には順次水門を閉じて下げ

fj}l}水位の異常 j針である。 るよう約定して用水を確保した。

この異常仁界による被害につい j しかし、五川の出水によって掛

ては、前々から触れているが、と } 捕はたびたび流失して干害そ起こ

に角大きかったらしし、 i し、 一時サイフォン悟式にしたが
新JIIの開削は、こり拙害防除の ; こ品も長続きしなかった。

ためではあるが、土手以南の金白 ! この苦労が無くなったのは、大

川永川化と同時になされ、南原農 j 正年代、動力ポンプで玉jけから揖

民にとっては、収入摺である田 j 水するようになってからである。

畑、ことに水田を大量に失った上 i 玉川橋東たもと北方の取水口・
に、水防貴担の増加、水田用水の j 水神宮は、掛揖を諮る所である。

取り場所を失うなど、大きな翻 (文資 白井弘〉液おたずねは市

(かせ〉を員うことになった。: 史臨ん儲(醐31ー042めへ

>66< 

い
、
だ
か
ら
、
小
さ
い
時
か
ら
十

竹
地
強
の
時
間
は
う
え
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
が
裏
け
に
出
て
し
ま
っ

た
の
は
な
ぜ
な
の
か
、

K
さ
ん
は

梓
え
の
出
な
い
と
ま
ど
い
の
中
で

早
川
し
ん
で
い
る
の
で
す
。

ト
ー
の
M
v
f
は
こ
う
い
い
ま

す
。
「
私
は
小
さ
い
時
か
ら
、
姉

の
い
う
通
り
に
や
っ
て
き
ま
し

た
。
で
も
、
怒
ら
れ
る
の
は
い
つ

「
お
山
を
や
り
な
が
ら
、
弘
は
も
私
は
か
り
。

7
校
へ
入
コ
て
か

二
人
の
デ
供
を
合
て
て
き
ま
し
ら
の
ほ
は
、
た
だ
う
る
さ
く
ぷ
別

た
。
;
人
が
頑
聞
な
人
な
の
で
、
強
、
勉
認
」
と
い
う
ば
か
り
。
だ

弘
行

ιょ
人
変
で
し
た
D

か
お
り
私
は
、
辺
氷
で
は
絶
対
勉
強

そ
の
私
の
F
A
M
も
知
ら
す
に
、
な
ん
か
し
て
や
る
も
ん
か
」
そ
ラ

M
F
は
中
常
に
入
っ
て
か
ら
ほ
と
心
に
決
め
た
ん
で
す
。
討
に
は
い

ん
と
勉
強
も
し
ま
せ
ん
し
、
無
拭
い
た
い
こ
と
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま

舟
で
、
何
に
も
や
ろ
う
と
し
ま
せ
ず
。
で
も
、
い
っ
た
と
こ
ろ
て
取

ん
。
円
分
勝
手
な
た
め
か
、
友
達
り
上
げ
て
く
れ
な
い
と
思
い
ま

も
ほ
と
ん
ど
い
な
い
よ
一
一
ニ
一
一
出
広
告
サ
す
」

う
で
す
。
私
が
心
配
し
、

h
Jミ
F

顧
問
な
ご
主
人
の
も

て
聞
い
て
も
、
何
も
持
割
に
写
d
弘
と
で
、
選
と
胞
の
仕

え
て
く
れ
ま
せ
ん
。
何
一
二
か
許
持
容
に
ゆ
と
り
の
な
い
ま

を
考
え
て
い
る
の
か
、

εトワ
イ
ム
ア
4
g

ま
に
、
じ
っ
と
耐
え
て

を

は

つ

か

み

よ

う

も

滋

斗

乃

以

き

て

き

た

K
さ
ん
、

な
い
の
で
す
。
民
党
な

1
1
1
4
二
コ
d

ど
う
せ
私
な
ん
か
蜂
わ

つ
遣
い
の
耐
と
比
べ
て
、
つ
い
れ
て
い
る
ん
た
か
ら
と
、
い
つ
も

イ
ラ
イ
ラ
し
て
レ
か
つ
て
し
ま
う
臥
っ
て
レ
ま
う
M
f
。

の
で
す
」
と
、
V
A
さ
ん
は
お
っ

υ

こ
ん
な
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ

ゃ

い

ま

し

た

。

て

い

る

K
さ
ん
と
M
ヂ
が
、
こ
れ

K
さ
ん
は
、
子
供
の
こ
ろ
川
町
さ
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
歩
み
寄

だ
っ
た
馳
強
も
f
汁
さ
せ
て
も
ら
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
そ
れ
が

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
思
い
一
人
の
大
き
な
課
題
で
は
な
い
で

を
子
慌
た
ち
に
は
さ
せ
た
く
な

ν
ょ
う
か
。

る

みなさんおさそいあわせのうえ、お経にご

参加ください。

く〉演霊童 明るい選挙推進活動よもやま言語

OEヨ略的年 1J守23臼(水)
<F設を 18e'305子力、ら

。傘場 勤労会書官フ立会議室藍

。巡主君臼穏/1月 17日(木) 10時~12時東

洋軌材・ 13 時 -~15時伊藤製ハン/1 月 24 El 

〈木) 10時--15時占河電工/1月25日(金) 10 

時~15時駅南口/1 月 29 日(火) 10時~15時

古河電工/1j-j30日(水) 10時昨日産車

体ー駅南口/2月 1日(金) 10時~15時殿内工

業/円 4幻 (1) 10時--lS時不二家 /2]:-j7 

臼〈木) 10時 ~15時駅南口/2 月 14 日(木) 10 

時--..15B寺駅南口
相oT 勇氏ー喜蕎自軍 横浜市立大学教授

一ご協力ありがとうごさいましたー

東海大学536入、平塚なでしこライオンズクラ

ブ143人、平場富学校48人、樺製作所33人、関西

ベイント 366人、大神・田村・横内・東七・凹之

宮・八幡地区77人、金田・景閏・摂t時・珂崎地区
33人、東海大学ローターアクトクラフ 126人、駅

北口83人。

平塚市明るい選挙推進協議会
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